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本論文は，ビクトリア褐炭を対象とした，脱水， 1 次水添，脱灰， 2 次水添の 4 つの基本工程よりな
る 2 段液化法 (B CL プロセス)の開発にあたり実施した研究のうち，脱水，および 1 次水添工程に
関する研究成果をまとめたものであるO 論文の内容は 9 章より構成され，第 1 章を緒論とし，第 9 章
を総括としている。
第 1 章緒論では，石炭液化の必要性と褐炭の特徴を概観した上で，本研究の目的と意義を述べ，本
論文の位置づけを行っている O 第 2 章では，油中脱水におけるスラリーおよび媒体となる溶剤の粘度
と管内スラリー流の総括伝熱係数の推算式を導出し，スラリーハンドリングと熱交換器の設計を可能





明らかにし，溶剤の初期水素供与能が反応圧力の緩和に有効であることを見出しているO 第 5 章では，
重質液化物を溶剤の一部として用いることによって(ボトム循環)，反応条件を厳しくすることなく液
化油の収率を向上させ得ることを確認している O その原因は，重質物自身の反応とそれによる褐炭の
反応の促進であることを見出しているO また，ボトム循環時に水素供与能の高い 2 次水添生成液を添




とを見出しているO 第 7 章では蒸留時の液化生成物の留出挙動と重質物の熱安定性が 1 次水添条件
に依存することを明らかにしている。第 8 章では 1 次水添工程で生成する沈降物とスケールを分析


























フ。ロセス開発研究に基づき 5 0 トン/日のパイロットプラントが豪州、|で建設，運転され，無水無
灰炭ベースで留出油 50%の収率を達成した。
以上のように本論文は，褐炭液化プロセス開発に伴う様々な問題点の解決に成功しており，石炭工
-168-
業化学および有機工業化学に貢献する処がきわめて大きい。よって，本論文は博士論文として価値あ
るものと認めるO
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